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試 験 経 過 記 録
区分矛生ヂⅢ 加治木営林署

僻棄式4)

技術開発の目的

当署管内霧島山系のほぼ全域が特別鳥獣保護区となつておリシカの頭数が年 増々加の傾向

析著r,こ
のことから,人工造林地におけるシカの食害が発生し47haの

電場響琴サ
化して

このような現状から草地化している林地の再更新を図るための技術開発を行う。

言式買りUttLa)撤て,1自之兄, 1‖hbl

材 積 本 数

昭和53年度新植したがシカの採食の被害にあつて草生地となっている。

睡 下層艦
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定
前

の
施
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経
緯
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クヌギ

メ瑯

360穴180穴 80穴

設  定

場 所

営 林 署 森林事務所 1国 有 林 林 小 班

加 治 本 霧  島 1霧 島 山 80 そ
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試

試験地位置図

3 赫

シカの食害によつて草地化林地にクヌギ・コナラ・イチイガシ・スギ (大苗)の植栽並びにクヌ

ギ・コナラの人工下種を実施し,新たなノ中 の育成を図る。

4 開発経過並びに実撼臨果

(1)有 用広葉樹人工下種試験
EFE6 1年 3月 ,クヌギ・コナラ・イチイガシの種子を播種したところ,一

週間後にはイノシシにほとんど喰い荒らされた。 (表 2)

また ,昭和 63年にクヌギ種子を取り播種したところ,一部発芽をみたもののイノシシ
による被害を受けた (表 4)

大苗植栽試験 /′

昭和61年 4月及び62年 4、 10月スギ・ヒノキ・クヌギの大苗を植え込んだ力ヽまと
んど,シカ・による喰害をうけ期待された成果は得られなかつた。 (表 1、 表3)

従つて,平成元年度よリクヌギ大苗150cm以上を植えてシカによる喰害状況を調査
して草生地の更新技術の確立に取り組んだが前記と同じような被害を受けた。 俵 5表 6)

保育について

昭和61年度～平成2年度までlま坪刈を主体とした下刈を実行したが,平成3年度から
は生育していた植栽本が喰害によりほとんと無くなつたため,その後の保育は実施してい

(2)

(3)

言己 録
区分
|ィ
生え 加治本営林署

ない。

(4)現 在の生育状況
現在生育している造林本は ,スギ正常木 3本 ,0/Jイヒして生育は脚 ないスギ4本と
ヨナラ■.5～ 2.00mが 2本計 9本のみである。

(5)そ の他の植生の状況            ・・
現在ススキを主とした草類以外の樹木はカナクギノキが最も多くシロダモ・イヌツゲ等

数種類の雑濯本がススキと同程度の高さで生育しており,試験地と非試験地との区別も判

別できない状態である。          
・

5 襟

シカの喰害により草生化した林地に ,植樹ならびに有用広葉樹の人工下種を行い再更新を図る

ため ,試験地を設けて昭和61年 3月より試験を繰り返し行つたが ,期待する結果を得ること:ま
出来なかつた ,今回の試験の結果次のことがわかつた。

(1)人 工下種の場合は発芽前にイノシシの被害を受け易い。

(2)大 苗植栽の場合|ま樹種によつてシカ被害の程度に差異が見られる,広葉樹のクヌギは
は春先きの被害贖軽いが ,その後はスギ・ヒノキの常緑樹と同じような被害傾向にある。

(表 1)

(3)ク ヌギはシカの害以外に理由はわからないが堀起こしの被害を受け易い。 (表 1)

(4) ヒノキは植栽直後から被害があリシカの好む樹種であるようだ。 (表 1、 2)

(5)大 苗の植栽は枝下高がかなり高くないとシカの被害はさけられない。

(6)今 回の技術開発の試験調査から人工下種ならびに大苗植栽による更新|まいずれのか去
でも困難と判断される。現状での予防対策は従来から実施している防護ネットの設置 ,

忌避剤による予防等それ以外の方法は見当たらない。

新植ヶ所の成林を図るためには

① ある程度の被害を覚悟して植え付け本数を増やす。
② 従来からの防護ネット等の予防措置の技術の確立
③ 忌避樹種の植栽
④ 落葉樹の植栽 (秋～春の被害の軽滅)力考えられる。

(1董式4)



試 験 経 過 記 録 区分|ィ生ん 方日林 黎

※ 面積〇.06ha
※ クヌギ4月分についてはイノシシにより根部を堀起こされる。

表 3 樹種別大苗植栽本数と喧害状況  (2年目)

(様式 4)

表 1 1釧動い と喰害率  (豹降度 )

樹 種 岬
本

苗長 (平均 )

Cm

喰   害  率  %
摘 要

4月 5月 6月

ス ギ 40 70 13 50 93 61年 4月上旬植栽

ヒノキ 40 65 18 63 98 〃

クヌギ 80 72 20 60 〃

計 160

表2 有暉 轟 と被害状況  (初年度)

樹 種 抽隅次(粒 ) 播付穴数 朧 嘲 被 宝
ロ

状 況

クヌギ 1080 360 6麟田月下旬 播種後―lIE間経過した時点で殆ど喰害を

うけた。

ヨナラ 240 80 〃

イチイカ
゛
シ 540 180 〃

計 1860 620

※ 面積0.14ha

樹 種 岬 苗  長 植付方法 植栽時期 面 積 喰笹針た兄と聯

ス ギ 100 150 c nl上 夕
=互
に

'朧
62年4月

ha

O.10

ha

O.02

植栽後6ヶ月の時点でスギ50
%ヒノキ90%ク ヌギ50%の被
室

植栽後周囲にテープを張り予防

柵を設置した。

ヒノキ 100 〃 〃 〃

クヌギ 100 〃 〃 〃

ヒノキ 34 220 c nl上 補 植 62年 10月

計 334
| |

表4 有剛揮躍旨メC下種と被害状況 (4年目)

樹 種 播付数 (粒 ) 播種時期 面  積 被 害 1犬 況

クヌギ 1,400 元年 3月 0.20ha 人工播種後一部発芽したが殆どイノシシによ

り被害をうけた。

|

表5 欄 嚇選耐漏本数と鳴議趨1(6年目)

1樹 種 1植栽本数 1苗  長

シカやイノシシによる被害大

表61議壺υu鏑蹄鉢数と喰割閥兄 (5年目)

陣 1麟 数 1苗 長 1植帥 |

シカやイノシシによる被害大



課 題  名 シカ食害劇 に劇Bけ 更新及び保育方法について

指・自・任

区  分
任 意

発
　
間

開
　
期

昭和 61年 度

平成 4年度
森林整 備課

担

　

当

目

　

標

昭和 61年 度か ら平成 4年 度までに,シ カ食害によつて草地化 した林
地の更新を図 り併せて保育方法を探 る。

―・．ド
ー
ーー
ー
ーー
ー．ド
ー
Ｆ脚

|

| _________

発経過 と調査内容

ほ ぼ 全 域 が

技術開発経費内訳

く人工〉  千円
物件費        45
役務費        6
人件費

基  職 〈28.750〉 (381)
その他 〈   〉

51

合  計 (28.750)(381)

鳥獣 保 護 区 に指 定 され て し

技 術 開 発 完 了 報 告

様式 3
熊本営林局

る習f奄霧T言富9劣脅贔襲譲彗堪E亀橋ぜ竿;1暑督言薫署|こ塀辱墓靭毛だ
おビλrぢ寒晨扁ぶ菅r警竃花ξ把森兎濾島登新を図るための技術開発を行
うこととした。
1.試 験地の設定
昭和 53年 度新植箇所で,シ カの食害を受け草地化 した霧島山国有林
80そ 林小班 (設定時 )内 に試験地を設けた。 (面 積 0.20ha)

2.全 体計画
草地 にクヌギ,ス ギ , ヒ ノキの植 栽並び にクヌギ ,コ ナ ラ,イ チ イガシ
の人工下種 を実施 し森 林の再生 を図 る。

った。

(2)。 大苗植栽試験
昭和 61年 4月 スギ (40本 ),
)を 植栽 したが,植栽後 2カ 月で 6
月には 100%の 被害に達 した。
62年 4月 にスギ (100本 ),ヒ ノキ (100本 ),ク 一メ

0本 )の 大苗を混植 し,区 域 にテープを張 り予防策 を講 じた。
年 10月 に 6年生の造林地か らヒノキ (34本 )を 移植 した。
62年 4月 に植栽した 300本 は 63年 3月 に全減 した。
更に, クヌギの大苗を平成 2年度に 60本 , 3年 度 に 30本 を植栽 し
たが,シ カ及びイノシシか ら以前 と同様の著 しい被害を受けた。

評価及 び普及指導

雪を季晏〔掌房:5iF]533811菖「,II機 ][2つ :書〔鵞:[
林
彎2覆 3勇 F';じ 9激碁健裳墨ξじめた新たな発想をもつて取り組む必
要が ある。
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シカ食害地 における更新及び保育方法 について

1.は じめに
加治木営林暑管内の霧島山系のほぼ全域が特別鳥獣保護区に指定されてお り,

シカの頭数が年々増加の傾向にある。 このことか ら,人 工造林地におけるシカ
の食害が発生 し, 47haに 草地化が

雷絲亀法島登新 を図るための技術開発をこのような現状か ら,草地化 してい
行う。

2.試 験地の設定及び地況・林況
(1).設定年月  昭和 62年 4月
(2)。設定場所  鯉曹奮富磐黒 警暑弯韓示黎

所部内

: 南 ,傾  斜 :2～ 3° ,地  質 :火成灰 ,
: 中 ,堅 密度 : 軟

3.開 発経過並びに実施結果
(1)・

露霜管¥理合青歪ザ雪肇|こヨ撃5, ィチィガシの種子を署種したが,一週
間
警婚|ま隼議発単皆臀に

'雷

草詠蓬撃1薫遷ιLが ,_部で発芽したものの
殆 どイノシシの被害を受けた。 (表 -2)
(2ti][][]::l::言

:]普は信量:奎言;等 [「管量菫i讐拿島薫
ら
写復し彙漫霊舎百摯畠iこ当番フl筆秀天畠L植栽してみたが,前記と同様
にシカによる食害を受けた。 (表 -4)
(3).保育 について
昭和 61年 度～平成 2年度 までは,坪刈を主体 と
度か らは植栽木が食害により殆 ど無 くなつたため ,

いない。
(4)。 現在の生育状況について

現在 ,生 存 している造林木は,ス ギ正常木 3本 ,
ないスギ 4本 とコナラ 2本の計 9本である。
(5).植生の状況について

華す筆Ъゞ量こ蓼〔参喜歩重戸TTす季導あ違鍵架b貫賓攣管嵩纏蔦誘昌ξ急
生育 して いる。

4Li霙

呈暴雇看暮R尋箋纂壌畠管覺ほあ罫霞2存ξ暑曇楚暴F驚馨ど暑晨彙奮

[1::;:32曾
iiζ][[]77:i曹 :::「言;::L窯編曹蕎[

ような被害傾向にある。
(3).ク ヌギはシカの被害以外にも他の被害を受け易い。

(4).ヒ ノキは植栽直後から被害を受けることから,特 にシカの好む樹種と思わ
れる。

|:1,言「曇暴塁[XttI嘗曇鵞]童 Ftti菫貫;I曇曇薔:曾 [葛せlT撃
防対策以外にはないと思われる。

位
度

方
深

況

，
，

林
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Ｄ

況
Ｏ
Ｌ

地
８
Ｂ

の

‥
‥

地
高
型

験
　
壊

試
標
土

′ヽ．
“

した下刈を実施し, 3年
その後の保育は実施 して

矮小化 して生育の見込め

図 -1 試験地位置図
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図-2 試験地設定図

| プロットNo l(0.06ha)
十 一 一 ― 一 一 一 ― 一 一 一 一 ― ― 一 - 24m

表-2 有用広葉樹人工下種と被害状況

樹 種 播種数 (粒 ) 播付穴数 椰種時期 摘  要

クヌギ 1,080 360

S61.3
下旬

播種後一週間経過した時点で殆ど食害さ
れた。
面積 :0.14haコナラ 240 80

イチイカ
゛
シ 540 180

計 1,860 620

クヌギ 1,400 H元 .3
播種後一部発芽したが,殆どイノシシの
被害を受けた。
面積 :0.20ha

ダ鰤叫剛

イチイガシ

人工播種
180穴
(540粒 )

クヌギ

人工播種
360穴
(1,080粒 )

表-3 樹種別大苗植栽本数と食害状況

樹種 栽
数
植
本

長

蜘

苗

＜
植栽時期

食害率 (%)

S62.10 1 S63.3
摘 要

ス ギ 100 150

S62.4

50 100 植栽後周囲にテープを張り予
防措置を行った。
植付方法は交互に混植した。
面積 :0.10ha

ヒノキ 100 150 90 100

クヌギ 100 150 50 100

計 300

ヒノキ 34 220 62. 10 0 0 面積 :〇 .02ha,補 植

40m
プロットNQ 2(0.14ha)

表-1 樹種別植栽本数の食害率

樹 種

栽
数
本

植
本

苗 長
(平均 )
Cm

食 害 率 (%)
摘 要

S61. 4 S61. 5 S61. 6 S62. 3

ス ギ 40 70 13 50 93 100 植栽 :S6■ .4上旬
面積 :0.06ha

※イノシシによる根部掘り

起こし100%

ヒノキ 40 65 18 63 98 100

クヌギ 80 72 ※ 20 60 100

計 160

表-4 樹種別大苗補植本数下種と被害状況

樹種 植栽本数 苗 長 植付時期 被 害 状 況

クヌギ 60 120-150cnl H2 シカやイノシシによる被害大

クヌギ 30 H3 シカやイノシシによる被害大

マ
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